
 

末崎の風土散策 （４３）

～末崎の島と伝説について～ その６

以上多くの島の中から主な島の言い伝えを書いたが、他に

｢大作泣かせ｣｢キヨメ泣かせ｣等は、１の｢さんころばし｣のよ

うに、しょい(採藻)は外洋に面した荒浜で、滑る岩に縋りヒ

ジキ、フノリ、マツモ等の海藻を採るのであるが、それは日

和の良い凪の日であり比較的干潮の大きい時に浅いところを

渡るか、或いは小舟で島に渡り作業をしてしょいが終わった

頃にまた舟で迎えにくる方法等で行うが、島に渡って作業が

始まると夢中になり、やがて気が付いたら何時の間にか、潮

立て(満潮)になり、島は潮に囲まれ陸に渡れなくなり、遂に

は島で一晩過ごした人や、島が低いため、波に掠われたり、

呑まれたりしたことから、その人名が島の名として呼ばれて

いる島や磯がある。また、獅子舞磯は３匹の獅子(ライオン)

が並んで跳び舞っている様子に似ているので、獅子舞磯(岩)

と名付けられたと考えられる。他に、面白い話では、鞍掛と

云われている二つの岩島(内鞍掛島、外鞍掛島)がある。穴通

磯と湾口防波堤の中間辺りの島で、鞍に纏わる話として、昔、

泊里の或る若殿と赤崎(蛸の浦か)の姫君が恋仲となり、時折

会うため、馬で海を渡り行き来していたという。馬は人を乗

せ海を泳いで渡るため疲れるので、馬から濡れた鞍をはずし

近い島には姫君の鞍、少し離れた島には若殿の鞍を掛けて乾

かしていたという。そのことから近い島は内鞍掛島、離れた

島を外鞍掛島と云うようになったという。また、別の話とし

て、この島は馬の鞍に似ているから鞍掛と呼んでいると話す

人もあっていずれが真かと云うよりは面白い話として語り継

が れ、 長い

年月の間に、

い つか 碁石

の 観光 資料

の 一助 にで

も なる のか

な あと 思っ

た 次第 であ

る。（聖）
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縫
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０
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５｣
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郷
土

末
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歴
史
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ぼ
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１
月
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居
場
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ハ
ウ
ス)
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ふ
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あ
い
お
茶
っ
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月
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細
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デ
ジ
タ
ル
公
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ま
っ
さ
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活
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の
ご
案
内
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仙
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ぶ
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第
４
回
ま
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お
も
い
ト
ー
ク

｢

住
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参
加
で
進
め
よ
う
！
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携
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ま
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仮
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ソ
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よ
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簿
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取
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フ
ェ
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り
と
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え
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困
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フ
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ツ
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え
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ま
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。
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２
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会
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ダ
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３
セ
ッ
ト
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予
選
ブ
ロ
ッ
ク
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決
勝
ブ
ロ
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戦
で

勝
敗
を
決
す
る

表

彰
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位
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で
表
彰

全
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に
参
加
賞

参
加
料

無
料

参
加
資
格

末
崎
地
域
住
民

(

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す)

参
加
申
込
み

ふ
る
セ
ン(
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５
５
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２
３
２
３
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試
合
当
日
ま
で
に
申
込
み

☆｢

地
域
包
括
ケ
ア
の
ま
ち
づ

く
り｣

に
つ
い
て
の
研
修
会

高
齢
化
が
進
む
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
勉
強

会
で
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
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催
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町
民
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児
童
委

員
協
議
会

日

時

２
月
５
日
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時
～

時
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会
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る
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と
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講

師

上

関

優

氏

(

共
生
ま
ち
づ
く
り
の
会)

新
年
に
願
う

末
崎
地
区
公
民
館
長

新
沼

眞
作

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

平
成

年
の
世
相
を
一
字
で
表
す
漢

27

字
は｢

安｣

で
あ
っ
た
。
国
内
で
は
安
全

保
障
関
連
法
案
の
審
議
過
程
に
国
民
の

関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
や
世
界
で
は
テ

ロ
が
頻
発
し
人
々
を
不
安
に
さ
せ
た
こ

と
な
ど
が
理
由
と
い
う
。
平
成

年
は
、

28

同
じ｢

安｣

で
も
復
興
が
進
み
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る｢

安｣

で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成

年
は
政
府
が
東
日
本

27

大
震
災
の
復
興
方
針
を
大
き
く
転
換
し

た
年
で
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
全
額
国
費

で
行
っ
て
き
た
復
興
事
業
を
見
直
し
、

平
成

年
度
か
ら
一
部
地
方
負
担
を
求

28

め
た
。
災
害
公
営
住
宅
の
建
設
や
心
の

ケ
ア
と
い
っ
た
復
興
の
基
幹
部
分
に
つ

い
て
は
全
額
国
費
と
し
、
地
域
振
興
に

係
る
道
路
整
備
等
は
一
部
地
方
負
担
を

求
め
る
と
い
う
内
容
で
被
災
地
の
現
状

を
本
当
に
把
握
し
て
い
る
か
と
疑
問
を

も
た
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

末
崎
町
と
し
て
は
東
日
本
大
震
災
の

経
験
か
ら
津
波
の
被
害
を
受
け
な
い
高

台
を
通
る
道
路
が
な
ん
と
し
て
も
必
要

で
あ
る
。
災
害
時
救
援
物
資
を
運
ぶ
道

路
、
救
急
医
療
と
し
て
命
を
守
る
道
路
、

観
光
客
を
乗
せ
て
来
る
道
路
、
通
勤
通

学
に
利
用
す
る
道
路
、
地
場
産
業
を
発

展
さ
せ
る
道
路
等
多
く
の
活
用
が
期
待

さ
れ
る
道
路
で
あ
る
。

県
大
船
渡
土
木
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町

民
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
道
路
を
今
、

具
体
的
に
進
め
て
い
る
。｢

船
河
原
か

ら
平
ま
で｣

、｢

末
崎
小
学
校
前
か
ら
碁

石
ま
で｣

の
『
ま
ち
づ
く
り
連
携
道
路
』

と
称
さ
れ
る
道
路
で
あ
る
。
そ
の
道
路

工
事
に
つ
い
て
は
、
時
間
的
な
差
は
あ

れ
原
則
と
し
て
着
工
ま
で
次
の
手
順
に

よ
り
進
め
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
る
。

は
じ
め
に
、
①
設
計
図
に
も
と
づ
い

て
、
道
路
に
か
か
る
地
権
者
へ
個
別
に

説
明
、
②
工
事
説
明
会
、
③
用
地
測
量
、

④
境
界
立
ち
会
い
、
⑤
物
件
調
査
と
土

地
の
価
格
算
定
、
⑥
用
地
の
価
格
等
の

説
明
会
、
⑦
売
買
契
約
締
結
、
⑧
工
事

着
工
の
順
で
進
め
る
が
移
転
を
お
願
い

す
る
方
々
に
は
お
気
持
ち
に
配
慮
し
な

が
ら
時
間
的
に
余
裕
を
も
っ
て
対
応
し

て
参
り
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

｢

船
河
原
～
平｣

の
工
事
は
３
工
区
に

分
け
て
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
①
～
⑦
ま
で

の
手
続
き
を
済
ま
せ
て
か
ら
工
事
に
着

工
す
る
。
そ
の
工
事
着
工
予
定
は
、｢

船

河
原
～
峰
岸｣

は
平
成

年
１
月
、｢

内

29

田
～
細
浦｣

は
同
年
２
～
３
月
、｢

中
野

～
平｣

は
同
年

月
頃
と
の
こ
と
で
あ
る
。

10

｢

末
崎
小
学
校
～
碁
石｣

の
工
事
は
３

工
区
に
分
け
て
行
う
。｢

末
崎
小
学
校

前
の
交
差
点｣

(

ロ
ー
タ
リ
ー
方
式)

に

つ
い
て
の
説
明
会
は
２
月
上
旬
、
工
事

着
工
は
平
成

年

月
頃
。｢

交
差
点

29

12

～
山
根｣

の
工
事
着
工
は
平
成

年
２

29

月
の
予
定
。
終
点
の
碁
石
の
と
こ
ろ
は
、

売
買
契
約
も
済
み
、
す
ぐ
着
工
で
き
る

と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
す
ぐ
着
工
し
た

い
と
の
こ
と
で
し
た
。

県
大
船
渡
水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
が
担

当
す
る
『
細
浦
港
の
桟
橋
、
臨
海
道
の

整
備
』
に
係
る
工
事
に
つ
い
て
は
、
前

期
工
事
、
後
期
工
事
に
分
け
、
か
つ
桟

橋
と
臨
海
道
の
整
備
は
併
行
し
て
行
う
。

両
方
と
も
完
成
予
定
は
平
成

年
３
月

29

で
あ
る
。
湾
口
防
潮
堤(

フ
ラ
ッ
プ
ゲ

ー
ト
式)

並
び
に
陸
の
防
潮
堤
工
事
に

つ
い
て
は
、
本
年
の
４
月
頃
、
工
事
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
せ
る
と
担
当
者
が

話
さ
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
完
成
ま
で
に
は
か
な
り
の

時
間
を
要
す
る
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
、
地
場
産
業
も
発
展
し
活
気
溢
れ
る

住
み
よ
い
町
に
変
貌
す
る
こ
と
を
願
う

も
の
で
あ
り
ま
す
。
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